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金属アーク溶接等作業者マスクフィットテスト

屋内 で 金 属 ア ー ク 溶 接 等 の 作 業 を 継 続 し て 行 う 作 業 で は 、 作 業 中 に 発 生 す る 「 溶 接
ヒ ュ ー ム 」 を 吸 い 込 む と 、 健 康 障 害 を 引 き 起 こ す お そ れ が あ る た め 、 従 事 す る 労 働 者
は 有 効 な 呼 吸 用 保 護 具 （ 下 記 表 N o . 4 防 護 係 数 適 合 保 護 具 ） を 使 用 す る 必 要 が あ
り ま す 。
使 用 す る 従 事 者 が 、 呼 吸 用 保 護 具 を 適 切 に 装 着 し て い る こ と を 確 認 す る た め の
テ ス ト で 、 1 年以 内 ご と に 1 回実施 す る 事 が 必 要 で す 。 ( 令 和 5 年 4 月 1 日 ～ )

１．フィットテストって？

２．フィットテストの種類

① 定 量 的 フ ィ ッ ト テ ス ト
専 用 の 機 器 を 用 い て 面 体 の 中 と 外
の 粒 子 数 を 計 測 し 、 呼 吸 用 保 護 具
と 顔 面 と の 密 着 性 の 程 度 を テ ス ト
し ま す 。
標 準 的 な 測 定 時 間 は 約 1 5 分 で す 。
（ 短 縮 法 に よ る ）

② 定 性 的 フ ィ ッ ト テ ス ト
テ ス ト を 受 け る 被 験 者 が フ ー ド を
か ぶ り 、 フ ー ド の 中 に サ ッ カ リ ン
な ど の 香 料 を 噴 霧 し て 、 甘 味 成 分
で あ る 味 覚 の 有 無 で 密 着 性 の 程 度
を 確 認 し ま す 。
標 準 的 な 測 定 時 間 は 約 3 0 分 で す 。

３．テストのための面体（テストピース）

定量的 フ ィ ッ ト テ ス ト で は 、 テ ス ト に 用 い る た め の 面 体 ( テ ス
ト ピ ー ス ) を 用 意 す る 必 要 が あ り ま す 。 （ 右 写 真 ）
必 要 に 応 じ 計 測 装 置 と 面 体 を つ な ぐ 、 サ ン プ リ ン グ ア ダ プ
タ ー お よ び サ ン プ リ ン グ プ ロ ー ブ の 取 付 け や 加 工 を 行 い ま す 。
使 い 捨 て 式 防 じ ん マ ス ク の 場 合 は 、 穴 開 け 加 工 を す る た め 、

フ ィ ッ ト テ ス ト 後 は 作 業 で 用 い る こ と は で き ま せ ん 。
な お 、 定 性 的 フ ィ ッ ト テ ス ト で 使 用 す る 場 合 は 、 呼 吸 用 保 護

具 の 加 工 は 必 要 と し ま せ ん 。

面体 (テストピース)

<溶接ヒューム措置一覧>

№
必要な措置内容

(〇:対象 △:一部対象 ―：対象外)

スケジュール
当社の
ｻｰﾋﾞｽ

屋内 屋外等 令和3年度 令和4年度 令和5年度

１ 全体換気装置による換気等 〇 △ 〇

２ 空気中の溶接ヒューム濃度の測定 〇 ― 〇

３ 換気装置の風量増加等必要な措置 〇 ― 〇

４ 呼吸用保護具の使用と選択 〇 〇 〇

５ マスクのフィットテストの実施 〇 ― 〇

６ 特定化学物質作業主任者の選任 *1 〇 〇 ―

７ 特殊健康診断の実施等 *2 〇 〇 ―

８ その他の必要な措置 〇 〇 △清掃

施行済

施行済経過措置

施行済経過措置

施行済経過措置

施行済経過措置

施行済

施行済

経過措置 義務
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金属アーク溶接等作業者マスクフィットテスト

４．フィットテスト実施者の資格

フ ィ ッ ト テ ス ト を 実 施 す る 人 の 資 格 に つ い て は 、 「 実 務 上 、 フ ィ ッ ト フ ァ ク タ の 精 度 等 を 確
保 す る た め に は 、 十 分 な 知 識 お よ び 経 験 を 有 す る 者 が 実 施 す べ き 」 と さ れ 、 保 護 具 着 用 に
つ い て 適 切 に 指 導 出 来 る 者 が 望 ま し い と さ れ て い ま す 。
フ ィ ッ ト テ ス ト 実 施 者 に 知 識 と 技 能 を 付 与 す る 、 基 本 教 育 カ リ キ ュ ラ ム が 厚 生 労 働 省 の

通 達 ※ 1 で 示 さ れ て お り 、 そ れ に 基 づ い た 養 成 研 修 ※ 2 の 受 講 が 有 効 で す 。
当 社 は 、 フ ィ ッ ト テ ス ト 実 施 者 養 成 研 修 を 修 了 し た 測 定 員 に よ り テ ス ト を 実 施 い た し ま す 。

※ 1 厚 生 労 働 省 通 達 （ 令 和 3 年 4 月 6 日 付 基 安 化 発 0 4 0 6 第 3 号 ）
※ 2 中 央 労 働 災 害 防 止 協 会

５．テストの流れ

HP :  https://www. hitachi-ies-ds.co.jp/
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□ 習志野営業所 千葉県習志野市東習志野3丁目15番11号 TEL :047-474-5364 FAX :047-403-5310

□ 東京営業所 東京都千代田区神田北乗物町11番地 乗物町中央ビル2階 TEL :03-3526-3177 FAX :03-3526-3187

□ 東北営業所 宮城県多賀城市明月2丁目3番2号 ㈱日立産機システム内 TEL :022-361-0450 FAX :022-361-0451

□ 神奈川営業所 神奈川県綾瀬市小園1116 TEL :0467-79-8304 FAX :0467-79-8305

フィットテストの実施

フィットテスト結果記録の保管

・合 格

結果の記録を３年間保存

合格した内容で引き続き使用

継続実施（１年以内に１回）

お打ち合わせ
①保護具の確認（テスト不要の保護具あり）
②テスト方法の選択
③従事者の人数
④実施日時
⑤テスト実施場所

測定準備

お客様にご準備頂く内容
①テストピース
②不合格の場合の代替えマスク
③測定順序

実施時期を事前にご連絡

ご 依 頼

・不合格

※再テスト

装着方法等の指導（面体変更含む）後、再テストを実施
フィットファクタを満足しない場合は、面体を有しない
呼吸用保護具の選択も視野に入れる

御見積額提示

当日に合格にならなかった場合は、別日でのテストが
必要となります。

測定実施

結果報告


